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VB.NET2002と
VB.NET2003

今回は、Visual Basic .NET 2003（以

下VB.NET2003）を使用するという前

提で話を進めます。そのため、Visual

Basic .NET 2002（以下VB.NET2002）

を利用している方は、使えない機能（そ

のつど明記します）も含みます。

実は、VB.NET2003で作成したプロ

ジェクトは、VB.NET2002で読み込むこ

とができません。そのため、本連載で

はこれまで、わざわざVB.NET2002を

使ってサンプルプログラムを作成して

いました。VB.NET2002で作成したプ

ロジェクトは、VB.NET2003で開くと、

自動的にVB.NET2003用のプロジェク

ト（およびコード）に変換してくれま

す。一度変換すると、VB.NET2002で

は読み込めなくなります。

VB.NET2003はマイナーバージョン

アップですが、結構便利な機能も追加

されています。今回は、VB.NET2003

で追加された機能もあわせて紹介する

つもりです。

コードを読みやすく
する機能

VB.NET2003を起動して、「Kese」と

いうプロジェクトを作成してみましょ

う。「新しいプロジェクト」ダイアログ

で［詳細］ボタンをクリックして［ソ

リューションのディレクトリを作成］

をチェックしておきます（図1）。

プロジェクトを作成したら、コード

エディタを開いて、まず、モジュール

レベルの変数を宣言します。
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オブジェクト中心のプログラムでは、どうしてもソースコードが長くなります。

しかし、VB.NETには、多くの補助機能があるので、実際の打鍵数は驚くほど少

ないのです。今回は、コーディングの生産性を向上し、省力化を図ってくれる機

能を紹介することにします。
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Private mstrName As String

次にデザインモードでフォームをダ

ブルクリックすると、横線が1本入り、

「Private Sub Form1_Load…」の上に、

空行がひとつできています。これは、

VB.NET2003で新しく導入された機能

です。これだけで、コードが読みやす

くなりました。VB.NET2002ではこの

横線はありません。

では、この空行は何のためにあるの

でしょう。そうです。これは、このイベ

ントハンドラに対するコメントを書く

ためなのです（図2）。ちょっとしたこ

とですが、非常に便利です。

次に、このプロジェクトをビルドし、

エクスプローラで、どのようなファイ

ルができたかを調べてみました（図3）。

「新しいプロジェクト」ダイアログで［ソ

リューションのディレクトリを作成］を

チェックしたことにより、プロジェク

ト用のフォルダを作成し、その中にプ

ロジェクトのファイルを格納していま

す。ファイルの構成がわかりやすくな

っていますね。

名前の変更に関する
注意点

本連載では、VB.NETの使いやすさ

ばかり強調してきましたが、長年VB6.0

を使っていたユーザーにとっては、と

まどうこともあります。

先ほどのプログラムで、フォームに

ボタンをひとつ追加して、このボタン

をダブルクリックしてみましょう。

Private Sub Button1_Click( _
ByVal sender As System.Object, _
ByVal e As System.EventArgs _
) Handles Button1.Click

End Sub

というイベントハンドラができました。

ここへ、

Me.Close()

と記述します。

続いて、プロパティウィンドウで、

このボタンの「(Name)」プロパティを

“btnQuit”と訂正します。しかし、コ

ードを見ると、イベントハンドラの名

前は「Button1_Click」のままです。こ

れで動くのでしょうか。

実際にプログラムを起動して動かし

てみましょう。［F5］キーを押すと、フ

図2：1行の空き部分にコメントを追加
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図3：ソリューションのファイル構成図1：ソリューションのディレクトリを作成




